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2013 年度冬季中等日本語教師集中研修（ソウル会場）【案内】 
 

2014 年 1 月 6 日（月）～10 日（金） 

１．研修目標 

「教材の使い方を見直そう」 

 ①教材の分析方法を理解し、教科書を分析することができる 

 ②目標に合わせて効果的に教材を使用することができる 

 ③参加者間での情報交換、意見交換を通し、共に学び合う関係を作る 

 

２．時間割（計 30時間） 

※１：ワークショップ４で作成した課題を発表する時間です。 

※２：和菓子に関する講義と和菓子作り体験（どら焼き・上生菓子 2種）を行います。10 日（金）

はエプロンと薄いハンカチを持ってきてください。 

 

 

★持ち物： 

①使用教科書（ワークショップで使用するので、必ず毎日持ってきてください） 

 ②事前課題 テーマごとの紹介シート（必ず書いてきてください） 

 ③パソコン（持ってくることができる方だけでいいです）  
 
 

★事前課題： 

①１日目に情報交換を行います。別紙のテーマの中から２つ選んでください。そして、みなさんの実 

践、工夫を紹介してください。１人５分程度で紹介してもらいます。紹介する内容を事前課題用紙 

に書いてきてください。（記入は韓国語、日本語どちらでも可。後でコピーして、全員に配布しま 

す。）教材、教具を持ってきてもかまいません。2つ以上書きたい方は用紙をコピーし、使用してく 

ださい。 

   

 

 

 1／6（月） 1／7（火） 1／8（水） 1／9（木） 1／10（金） 

9:30- 

10:20 

(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ) 
打ち解け活動 

ワークショップ２ 
 

目標と活動の 
整合性 

 

ワークショップ４ 
 

教材分析② 
   

発表 
※１ 

 
 

文化体験 
和菓子づくり 
（酒井・ソク） 

10:30- 

11:20 
情報交換 

11:30- 

12:20 

12:20- 

13:30 
教材展示  

13:30- 

14:20 

ワークショップ１ 
 

教材分析① 
 

ワークショップ 3 
 

補助教材の 
使い方 

 

 
 

発表準備 
 

発表ふりかえり 
疑問シェア 

 

 
ふりかえり 

14:30- 

15:20 

15:30- 

16:30 ｱﾝｹｰﾄ記入 

修了式 16：00～ 
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情報交換のテーマ： Ａ．私の自慢授業（これまでにうまくいった授業） 

Ｂ．教科書に載っている文化紹介を発展させる方法 

Ｃ．試験が終わった後の授業は何をしていますか 

Ｄ．遂行評価はどうしていますか  

 

 

  

  参加者の皆さんで交流ができるように、Facebook のグループを作りました。研修中に 

作成した資料等もアップしたいと思います。 

「201401 冬季ソウル」 

https://www.facebook.com/groups/seoul201401/ 

  開始前に登録をして、自己紹介などをしてください。 

 

 

３．注意事項 その他 

①出席は、出席表の午前の授業と午後の授業の欄にそれぞれ必ずサインしてください。 

②サインは必ず本人が、読みやすい字で楷書で書いてください。 

③全課程の 80％以上修了した方には修了証を授与します。 

④20分以上の遅刻は、欠席とします。 

⑤講義が始まる前に、携帯電話の電源を必ず切ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさまにお会いできるのを楽しみにしています。気をつけてお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★研修中はグループで活動を行います。一人一人の積極的な参加がよりよい活動につながります

ので、ご協力お願いします。 

★休憩室に教材を展示しますので、休み時間などを利用して、いろいろな教材をご覧ください。 

★多くの先生方に会える機会ですので、授業についての意見交換など、ぜひ多くの先生と話をし

てください。 

 

 


